
1

NO.175

2019年秋号子どもの本のあんない
こ ほん ねん あき ごう

テーマ

えほん

仙
せん

 台
だい

 市
し

 図
と

 書
しょ

 館
かん

みずくみに
飯
いい
野
の
和
かず
好
よし
／絵

え
と文
ぶん
　小

こ
峰
みね
書
しょ
店
てん

　ちーい　ちーい　ちゅるる　るるる。ちいちゃんは、たけのすいとう
をもって、さわのみずをくみにいきました。　ごとっ　ごろん　いしの
みちをのぼり、やまみちをいきます。ざあー　ざあー　ざあーと　なが
れるみずを、ごく　ごく　ごく。いぬのくろも、ぴちゅ　ぴちゅ。

おちゃのじかん
土
つち
橋
はし
とし子

こ
／著
ちょ
　佼
こう
成
せい
出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

　マテ茶
ちゃ

、紅
こう

茶
ちゃ

、ミントティー…せかい
中
じゅう

には、いろんなお茶
ちゃ

があるんだね。おもて
なしのきもちで、ゆっ
くり、ほっこり。「ほん
まにおいしいなぁ。」

しあわせコインとあつあつココア
キャロル・ディゴリー・シールズ／ぶん　ヒロエ・ナカタ／え

しみずなおこ／やく　評
ひょう
論
ろん
社
しゃ

　まごといっしょにすご
す日

ひ
は、ことばあそびを

して、さんぽにいって、
マシュマロをめいいっぱ
いいれたココアをのもう。

月
つき
へミルクをとりにいったねこ

アルフレッド・スメードベルイ／作
さく
　たるいしまこ／絵

え
　ひしきあきらこ／訳

やく
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　こねこたちのため、ミルクをとりに月
つき

へとむかう　かあさんねこ。ぶ
たやおんどり、こうしもいっしょになってはしります。けれどもさいご
は　かあさんねこがひとりきり。しんぼうがだいじと、あきらめずに　
もりのなかをまっしぐら。さて、ミルクはいったいどうなったかな？

のみもの つかれたときに　ふーっとひといき。
おいしいね。　おいしいねぇ。
あれ　ミルクのおひげがついてるよ。
おかしいね。　おかしいねぇ。
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変
へん
なお茶

ちゃ
会
かい

佐
さ
々
さ
木
き
マキ／作

さく
・画

が
　絵

え
本
ほん
館
かん

　「オイシサウナキセツガ　ナリツツアリマ
ス。」と例

れい
の招
しょう

待
たい

状
じょう

が今
こ

年
とし

も届
とど

きました。いろ
いろな場

ば
所
しょ

から、いろ
いろな乗

の
り物

もの
でたくさ

んの人
ひと

々
びと

が集
あつ

まったそ
の場所には、いったい
何
なに

があるのでしょうか。

おはなし

せかい１おいしいスープ
マーシャ・ブラウン／さいわ・え　わたなべしげお／やく　ペンギン社

しゃ

おなかをすかせた３人
にん

の兵
へい

隊
たい

がある村
むら

で食
た

べ物
もの

を分
わ

けてもらおう
としましたが、村

むら
人
びと

は
食
た

べ物
もの

をかくしてしま
いました。さて３人

にん
の

兵隊は、どうやって食
べ物を分けてもらった
のでしょうか。

かわいいゴキブリのおんなの子
こ
メイベルのぼうけん

ケイティ・スペック／作
さく
　おびかゆうこ／訳

やく

大
おお
野
の
八
や よ い
生／画

が
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　メイベルは、くいしんぼうのゴキブリの
おんなの子。ある日、メ
イベルが暮

く
らしている

ピーボディさんの家
いえ

にた
くさんのごちそうが並

なら
び

ました。目の前
まえ

のごちそ
うにがまんできなくなっ
たメイベルは…。

おばけのアッチとドラキュラスープ
角
かど
野
の
栄
えい
子
こ
／さく　佐

さ
々
さ
木
き
洋
よう
子
こ
／え　ポプラ社

しゃ

　おばけのアッチはレストランのコックさ
ん。ある日、ドララちゃんが「じまんのりょ
うりをアッチのお店

みせ
で出してあげる」と言

い

いますが、アッチは「どう
せへんなもの」とことわり
ます。すると、その日

ひ
から

アッチのレストランにふ
しぎなことが起

お
こり始

はじ
め

たのです。

水
すい
よう日

び
はぎゅうにゅうの日

ひ

依
よ
田
だ
逸
いつ
夫
お
／作
さく
　長

は
谷
せ
川
がわ
知
とも
子
こ
／絵

え
　文
ぶん
研
けん
出
しゅっ
版
ぱん

　ナオトくんの３学
がっ

期
き

の目
もく

標
ひょう

は「ぎゅう
にゅうがのめるようになる」です。けれど
も、まだ一

いち
度
ど

ものめていません。すると、
となりの席

せき
のケンくんが

「水よう日はぎゅうにゅう
の日」と決

き
めて「おれが

のめるようにしてやるぞ」
と、特

とっ
訓
くん

をしてくれるこ
とになりました。

悪
あく
魔
ま
の赤
あか
ワイン（キツネのかぎや）

三
み
田
た
村
むら
信
のぶ
行
ゆき
／作
さく
　夏
なつ
目
め
尚
しょう
吾
ご
／絵

え
　あかね書

しょ
房
ぼう

　悪魔にのろわれたヒョウの警
けい

部
ぶ

は、悪魔
の赤

あか
ワインを探

さが
し求

もと
めるようになります。

そのワインは、のむと永
えい

遠
えん

の命
いのち

をさずかる
が悪魔の手

て
先
さき

になってし
まうというおそろしいも
のでした。キツネのかぎ
やはヒョウの警部を助

たす
け

るために悪
あく

魔
ま

島
とう

へ向
む

かい
ます。
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ローワンと魔
ま
法
ほう
の地

ち
図
ず

エミリー・ロッダ／作
さく
　さくまゆみこ／訳

やく

佐
さ
竹
たけ
美
み
保
ほ
／絵

え
　あすなろ書

しょ
房
ぼう

　ローワンの村
むら

で、突
とつ

然
ぜん

川の流
なが

れが止まっ
てしまいました。川の水
しか飲

の
めない家

か
畜
ちく

のバク
シャーは日に日に弱り、
困
こま

った村人たちは、原
げん

因
いん

をつきとめようと、危
き

険
けん

な山へ登ることに…。

ささやかな魔
ま
法
ほう
の物
もの
語
がたり

－カフェ・かもめ亭
てい
－

村
むら
山
やま
早
さ
紀
き
／作
さく
　朝
あさ
倉
くら
めぐみ／絵

え
　ポプラ社

しゃ

　海
うみ

辺
べ

にあるこの喫
カ

茶
フ

店
ェ

は、70 年近く
たくさんのお客様をお迎

むか
えしてきました。

お客様は飲み物を注
ちゅう

文
もん

すると、店
てん

主
しゅ

の広
ひ ろ み

海に不
ふ

思
し

議
ぎ

な話
はなし

を語
かた

ります。悲
かな

しい話、心があたたかく
なる話など…こんな喫
茶店があったらいいな。

ティーパーティーの謎
なぞ

E.L. カニグズバーグ／作
さく

金
かね
原
はら
瑞
みず
人
ひと
・小

こ
島
じま
希
き
里
り
／訳
やく
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　ジュリアンは、他の生
せい

徒
と

に知られない
よう、同じクラスのノア、ナディア、イー
サンをティーパーティー
に招

まね
きました。お茶を飲

みながら仲
なか

良
よ

くなった４
人は、担

たん
任
にん

で車
くるま

椅
い

子
す

のオ
リンスキー先生の役に立
ちたいと話し合い…。

木
こ
かげの家

いえ
の小

こ
人
びと
たち

いぬいとみこ／作
さく
　吉
よし
井
い
忠
ただし
／画

が
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　書
しょ

斎
さい

に住
す

んでいる小人たちのために、
森
もり

山
やま

家
け

の人々は、毎日コップ一
いっ

杯
ぱい

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

を運んでいました。でも、戦
せん

争
そう

が激
はげ

しくなり、ゆりは一人、
田
い な か

舎に疎
そ

開
かい

することにな
ります。ゆりと小人たち
は、つらく厳

きび
しい戦争の

中、たくましく生きよう
とするのですが…。

魔
ま
法
ほう
のカクテル
ミヒャエル・エンデ／作

さく
　川
かわ
西
にし
芙
ふ
沙
さ
／訳
やく

岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　大
おお

晦
みそ

日
か

の鐘
かね

が鳴
な

る前に「魔法のカクテ
ル」を飲むと、願

ねが
いの反

はん
対
たい

のことが叶
かな

う。
魔
ま

術
じゅつ

師
し

と魔
ま

女
じょ

のたくら
みを知ったネコとカラス
は、大晦日の鐘を止めよ
うと、大

だい
聖
せい

堂
どう

へ向かいま
す。さて、二匹

ひき
は、間に

合うのでしょうか？

酪
らく
農
のう
家
か
族
ぞく

立
たて
松
まつ
和
わ
平
へい
／著
ちょ
　横
よこ
松
まつ
桃
もも
子
こ
／イラスト　河

かわ
出
で
書
しょ
房
ぼう
新
しん
社
しゃ

　星
ほし

野
の

牧
ぼく

場
じょう

の子
こ

供
ども

、６年
ねん

生
せい

のみるくと４
年生の大

だい
地
ち

は、毎
まい

朝
あさ

６時
じ

に起
お

きて牛
ぎゅう

舎
しゃ

の
掃
そう

除
じ

を手
て

伝
つだ

っています。おいしい牛
ぎゅう

乳
にゅう

を
作る酪農の仕

し
事
ごと

が誇
ほこ

らしいのです。ある
日、二人の通

かよ
う小学校に東

京から転
てん

校
こう

生
せい

がやってきま
した。顔

かお
が少

すこ
し猫

ねこ
に似

に
てい

るネコタは不
ふ

思
し

議
ぎ

な男の子
でした。

文
ぶんがく
学
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知
ち し き
識

あまいみず　からいみず
かこさとし／著

ちょ
　和

わ
歌
か
山
やま
静
しず
子
こ
／絵

え
　童
どう
心
しん
社
しゃ

　さとうやしおは、どのようにみずにとけるのでしょうか。おゆでとかせ
ば、さらにたくさんとけます。うみのみずは、なぜからいのでしょう。な
んおくねんもむかし、あめは、あついゆとなり、いろいろなものをとかし
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幼

よう
児
じ

から）

みらくるミルク
中
なか
西
にし
敏
とし
夫
お
／文
ぶん
　米
よね
本
もと
久
く
美
み
子
こ
／絵

え
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　ウシは緑
みどり

の草を食べます。草の栄
えい

養
よう

は赤い血となり、たくさんの血
けつ

液
えき

が
送
おく

りこまれたウシのおっぱいからは白いミルクが出
で

ます。ほんとうにミラ
クル（ふしぎ）ですね。人間は、３つのミラクル“ミルクの変

へん
身
しん

”も発
はっ

見
けん

します。ミルクは何に変身したでしょう。　　　　　（小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

お茶
ちゃ
ができるまで（すがたをかえるたべものしゃしんえほん７）

宮
みや
崎
ざき
祥
しょう
子
こ
／構
こう
成
せい
・文
ぶん
　白
しら
松
まつ
清
きよ
之
ゆき
／写
しゃ
真
しん
　岩
いわ
崎
さき
書
しょ
店
てん

　日本人の大好きな緑
りょく

茶
ちゃ

。緑茶ができるまでが分かる迫
はく

力
りょく

満
まん

点
てん

の写
真絵本です。製

せい
茶
ちゃ

の原点ともいえる、手作業での手もみ茶の工
こう

程
てい

をじっ
くり追いかけます。機

き
械
かい

を使った製
せい

茶
ちゃ

工
こう

程
てい

の説明もあり、お茶ができ
るまでを分かりやすく紹

しょう
介
かい

しています。　　　　（小学校 中
ちゅう

学
がく

年
ねん

から）

紅
こう
茶
ちゃ
が動
うご
かした世

せ
界
かい
の話
はなし

千
ち
野
の
境
けい
子
こ
／著
ちょ
　国
こく
土
ど
社
しゃ

　現在、世界中の人々に飲
の

まれている紅茶。実
じつ

は、昔はとてもめずらしく
て高
こう

価
か

な飲みものでした。紅茶が原因で、事件や戦争が起きたこともある
のです。紅茶の長い歴史や広い世界……。知れば知るほど紅茶がもっとお
いしく飲める、世界にまつわる話がたくさんです。　（小学校高

こう
学
がく

年
ねん

から）

仙
せんだい

台市
し み ん

民図
と し ょ

書館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

春
か す が

日町
まち

２−１　　　　　 ℡ ０２２−２６１−１５８５
広
ひろ

　瀬
せ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

下
しも

愛
あ や し

子字
あざ

観
かんのんどう

音堂５　　　 ℡ ０２２−３９２−８４２１
宮
みや

　城
ぎ

　野
の

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

五
ご

輪
りん

２− 12 − 70　　 ℡ ０２２−２５６−７３６１
榴
つつじがおか

岡　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

榴
つつじがおか

岡 ４−１−８　　 ℡ ０２２−２９５−０８８０
若
わか

　林
ばやし

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

若
わかばやし

林区
く

南
みなみ

小
こいずみ

泉１−１−１　　 ℡ ０２２−２８２−１１７５
太
たい

　白
はく

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

太
たいはく

白区
く

長
ながまち

町５−３−２　　　 ℡ ０２２−３０４−２７４２
泉
いずみ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

泉
いずみ

区
く

泉
いずみ

中
ちゅうおう

央１−８−６  ℡ ０２２−３７５−６１６１
URL http://lib-www.smt.city.sendai.jp


